
資料2－2

（原系列前期比、％）
年 期 １次ＱＥ ２次ＱＥ １次－２次

（仮置き値） （法季等から作成）
14 4-6 -26.6                   -26.7                   0.1                      

7-9 20.2                    18.7                    1.5                      
10-12 -3.4                    1.6                      -5.0                    

15 1-3 16.4                    9.7                      6.7                      
4-6 -26.5                   -18.3                   -8.3                    
7-9 18.6                    13.3                    5.3                      

10-12 2.8                      5.1                      -2.2                    
16 1-3 15.1                    13.7                    1.4                      

4-6 -26.4                   -23.9                   -2.5                    
7-9 16.2                    17.8                    -1.5                    

10-12 0.8                      -2.5                    3.3                      
17 1-3 14.8                    17.3                    -2.6                    

4-6 -21.8                   -17.8                   -4.0                    
7-9 15.3                    19.0                    -3.7                    

10-12 0.7                      -3.2                    3.9                      
18 1-3 15.9                    24.7                    -8.8                    

4-6 -19.8                   -20.6                   0.8                      
7-9 19.1                    15.6                    3.5                      

10-12 -4.7                    -2.0                    -2.7                    
19 1-3 18.5                    24.7                    -6.2                    

平均 2.26                    3.32                    -1.06                   
標準偏差 17.09                   16.50                   4.24                    

民間企業設備に係る需要側推計値の比較（１次と２次）

需要側推計値の1次QEにおける仮置き値
＊
と2次QEで得られる『四半期別法人企業統計調査

（法季）』等を用いた実績値を比較すると、仮置き値が実績値と大きく乖離している状況は見
られない。

＊供給側総固定資本形成（名目原系列）より得られる供給側民間企業設備推計値（名目原系列）の季節調整系列
を求め、その前期比が需要側のそれと同じと仮定して需要側民間企業設備推計値（名目季節調整系列）を推計。
予定季節指数によって需要側民間企業設備（名目原系列）を推計する方法。
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